
令和５年度 学校評価アンケート（保護者対象）から見た今後の方向性 

 

学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。 

自由記述の内容も含め、今後の取組の方向性を示します。 

 

１ 授業の工夫、グループ学習（協同学習）の実践に対する問いに対し、肯定的

な回答が７割を超えています。生徒の学習活動を支援する ICT 機器を活用し

た「個別最適な学び」「協同の学び」を推進していきます。生徒が関わり合う

姿勢、前向きな姿勢が多く見られる授業を展開していきます。 

 

２ 学校行事について、肯定的な評価をいただきました。「学校行事はお子さん

に感動を与えていると思いますか」という問いに対し、「そう思う」「ややそう

思う」を合わせて９０％を超える回答をいただきました。今後も生徒の心に響

く活動の実現に向けて、取り組んでいきます。また、時期や内容の見直しにつ

いてこれからも継続して取り組んでまいります。 

 

３ 学級活動について、「心通い合う、温かみのある学級である」という評価を

多くいただきました。今後も、「共感的人間関係」を育成しながら、生徒の心

に寄り添える学級運営に努めてまいります。 

 

４ 「学校が家庭や地域との連携を深めようとしている」という問いに対しては

昨年度より肯定的な回答を多くいただきました。コロナ感染症の第５類移行

を受け、これまで中止を余儀なくされていた地域のボランティア活動や、職場

体験が本年度から本格的に回復しています。今後も、地域・家庭と連携した活

動を継続してまいります。 

 

５ 学校連絡アプリ「ｅメッセージ」の活用が実施され、ほとんどのご家庭でご

登録をいただいております。各種アンケートへのご協力に対して感謝申し上

げます。今後もこれまで通りの印刷物のほか、メール、ホームページでお伝え

していきます。 

 

６ 自由記述では多くの保護者の皆様から様々な励ましの言葉、ご意見・ご要望、

また、厳しいお言葉もいただきました。学校評価アンケートの結果を真摯に受

け止め、本校の教育に役立てて参ります。  

 


